
 

Dynamics の他社ソフトとの連携機能の操作により、富士フイルム製品と以下の連携が可能となります。 

 

Dynamics のオプションプログラム「他社機器・ソフト連携システム」（無償）を利用すると、「患者情報の

連携」が可能になります。これは、Dynamics に登録されている患者情報のデータ（氏名・カルテ番号・生

年月日など）を富士フイルム製システム側に送ることができ、富士フイルム製システム側での患者情報の

登録作業が不要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士フイルム製システム側で画像を表示させる場合は、富士フイルム製システム側でカルテ番号を入力し

たり、マウス操作を行ったりしますが、「富士フイルム向け機器連携システム」（有償）を使用して連携させ

ると、カルテ番号の入力やマウス操作を省き、Dynamics からダイレクトに患者様の画像データを富士フイ

ルム製システム側に表示させることができます。 

 

 

富士フイルム製品と Dynamics の連携概要 

患者情報連携の場合 

画像表示連携の場合 

株式会社ダイナミクス

Dynamics 

患者データ 
ベース 

富士フイルム製システム 

ダイナ太郎さんの

情報が自動登録さ

れる 

Dynamics から患者情報のファイルを

任意のフォルダへ出力させます。 

富士フイルム製システム側では、患者情報のファ

イルを取り込み、自動でデータベースに患者情報

を登録します。そのため、患者を登録する際のキ

ーボード入力の操作が不要となります。 

LAN 

●患者情報連携のイメージ 

Dynamics 富士フイルム製システム 

ダイナ太郎さんの

○月○日の画像が

表示される 

Dynamics で患者画像の呼び出し指示、

診療日の指定をします。 

（画像表示用ボタンをクリック） 

LAN 

富士フイルム製品の画面へ患者の画像が表

示されます。自動で患者の画像が表示され

ますので患者 ID、診療日を入力して表示さ

せる操作が不要となります。 

●富士フイルム製機器連携システム（有償）で
の画像表示連携のイメージ 

※Dynamics オプション製品「富士フイルム製機器連携システム（有償）」は、ホームページからお申込みが可能です。 

※他社製品との連携ではメーカー側で電子カルテとの連携をさせるためのライセンス料や技術料が必要となる場合があります。

詳しくは各メーカー様へ問い合わせて頂きます様お願い致します。 


